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・手書きの為、詳細の説明に手間が掛かる。
そのため、木型は損傷&摩耗しているのに依頼書が出てこない。

・修理依頼後の修理進捗が把握できていない。
・写真がない文章のみの場合、イメージする内容に違いが発生する。

テーマ6

木型修理依頼書のデジタル化

解決したい課題

生産性を改善したい 品質を改善したい



改善前の状況

木型修理依頼書について、Excelで作成した記録用紙を印刷し、
製造工程に配布。内容は手書きにて記入。その結果。。。

・手書きの為、詳細の説明に手間が掛かる。
そのため、木型は損傷&摩耗しているのに依頼書が出てこない。

・依頼後の修理進捗が把握できていない。
・文章のみ(写真なし)の場合、イメージする内容に相違が発生する。

従来の木型修理依頼書 デジタル
データに
変換されて
いない為、
過去の履歴
の検索も
困難である。



社内アプリ

対策のシステム構成

クラウド
サーバー

閲覧

製造現場

修正依頼
データ

木型

修正依頼
データ

修正依頼
データ

木型修理依頼情報を登録する社内アプリケーションを作成し、
修理依頼状況と修理作業進捗の共有を容易にする。



クラウドDBでの
リアルタイム管理

依頼書の登録 クラウドDB 共有

依頼書の作成

改善前

回収 木型の修理

依頼者側は、
木型の修理が
完了するまで

修理の進捗状況が
把握できない

改善後

従来の作業からの変化

進捗状況進捗状況

修理者側は、
口頭での

修理依頼等もあり
修理依頼案件の全
容が把握できない



製品情報

画像添付

日付

品目検索

依頼内容の登録

このアプリケーション作成に必要な機能

データテーブル

カメラ

カレンダー

フィルター

フォーム

ローコードの標準機能で対応可能

作業進捗の登録 フォーム

備考 テキスト

自動メール転送 Outlook連携



作成したアプリケーション詳細

※このアプリケーションは、取り組み開始時点で、
『プログラミング経験ゼロ』のメンバー達が
作成したアプリケーションです。

※内製する事によって、
『自社の課題解決に適した機能』を
備える事が出来きます



トップページ



木型修理依頼に関する情報を登録

木型修理依頼登録ページ



登録した木型修理依頼履歴一覧を表示

木型修理依頼一覧ページ



修理完了日等の木型修理状況を登録

木型修理状況登録ページ



登録した木型修理依頼書のデータは、
クラウド上のデータベースにて一元管理が可能

クラウド上のデータベース



解決したい課題

導入結果

導入結果

・カメラ&カレンダー&コンボボックス&テキストのシンプルな構成
となっており、手書き作業が無い為、木型修理依頼書の作成が
容易に可能である。

・クラウド上のデータベースに最新版のデータが蓄積される為、
現在の状況についてリアルタイムに確認する事が可能である。

・登録できる写真の枚数についても制限が無い為、詳細な修理状況
についても画像とテキストによって共有可能である。

・手書きの為、詳細の説明に手間が掛かる。
そのため、木型は損傷&摩耗しているのに依頼書が出てこない。

・依頼後の修理進捗が把握できていない。
・写真がない文章のみの場合、イメージする内容に違いが発生する。



まとめ



データ取得
↓

見える化
↓

最適化検討

これらのフローで
改善は進み出す。
そして、これらが
DX実現への1歩となる。

※これまでに記載したアプリケーションは、あくまで一例であり、
既存の帳票記載データがデジタルデータ化される事によって、
様々な改善に向けた取り組みが可能となる。

今回アプリケーションの開発を担当した方々は、皆プログラミング
経験なしの状態から、この取り組みをスタートした。
ローコード等の『誰でも開発できる環境』を活用する事で、
ITエンジニア不在でも
IoTによりデジタルデータを取得＆収集する事が可能である。

帳票類のIoT
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